
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































記憶記録遺産名 日本人 中国人 韓国人 第三国人 人流観光資源性
靖国神社
（就遊館）
Ａ Ａ Ａ ａ ◎
ｃ Ｃ Ｃ ｃ 428
東京裁判
（市ヶ谷記念館）
Ａ Ａ Ａ Ａ ◎
ｂ Ｃ Ｃ ｂ 220
南京大虐殺
（南京博物館）
Ａ Ａ Ａ Ａ ◎
ｃ Ｂ Ｂ ｂ 56
従軍慰安婦
の像
Ａ Ａ Ａ ａ ○
ｃ ｂ Ｂ ｂ 124
軍艦島
（端島）
ａ Ａ Ａ ａ ○
ｂ　 Ｃ Ｃ ｂ 81
原爆ドーム
（広島平和祈念館）
Ａ Ａ Ａ Ａ ◎
Ｂ ｂ ｂ Ｂ 75
ひめゆりの塔
（平和祈念館）
Ａ Ａ Ａ ａ ○





Ａ Ａ ａ Ａ ◎
ｃ Ｂ Ｂ ｂ 37
朝鮮総督府
（消滅）
Ａ Ａ Ａ ａ ▼
― ― ― ― 40
安重根義士記念館
ａ Ａ Ａ ａ ◎
ｃ Ｂ Ｂ ｂ 48
荻外荘
ａ Ａ Ａ ａ ○
ｂ ― ― ― 15
真珠湾アリゾナ・
メモリアル
Ａ Ａ Ａ 米国人Ａ ◎
ｂ ｂ ｂ ｂ 58
バンザイクリフ
（サイパン）
ａ Ａ Ａ チャモロ人Ａ ○
Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 7
ノモンハン事件
（ハルハ河戦争）
ａ ａ Ａ モンゴル人Ａ ◎
ｂ ｂ Ｂ ｂ 10
泰緬鉄道
（死の鉄道博物館）
ａ ａ Ａ タイ人　Ａ ◎
ｂ ｂ ｂ ｂ 6
注　展示に対する興味度（知名度）Ａ、ａ　展示意図への同感度Ｂ、ｂ　
展示意図への拒否度Ｃ、ｃ　大文字は強、小文字は弱をあらわす。観光資
源性については、数字はゴシックの語についての日本語によるGoogle検索
数（万件）であり、◎は有望、○はやや有望、－は評価が困難なもの、▼
は消滅してしまったことをあらわしている。なお、各国においても評価は
様々なはずであるが、わかりやすくするために著者の独断で記入してある。
この評価責任は当然著者にある。
1 寺前秀一著「「観光」の誕生から「人流」の提唱」『帝京平成大学紀要第26
巻第2号』2015年3月pp287-299
2 三上真司は『レギリオ　＜宗教＞の起源と変容』横浜市立大学新叢書〇六
p.17において、「宗教」という訳語の適当性について、ある意味、的外れな問い
であるとしている。http://jinryu.jp/blog/?p=3847　2016年1月4日
3 慰安婦問題について、国際政治学的立場から田中宇は「日韓の結束を阻み、
日韓が別々に対米従属を続けることを可能にする便利な道具」との認識に立ち、
米国の中国、北朝鮮を含む東アジア関係の外交戦略の在り方でその行く末が大
きく影響されるものであるとする。http://tanakanews.com/160104japan.htm　2015
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年1月4日
4 矢野和男著『データの見えざる手』草思社2014年
5 電通サイエンスジャム資料
http://www.dentsusciencejam.com/kansei/images/info.pdf　2016年1月4日
http://dentsu-ho.com/articles/330　　2016年1月4日
6 https://www.g-contents.jp/　2016年1月4日
7 ＪＴＢ職員・野添幸太撮影による動画https://youtu.be/Sq4M3nvX6Io　2016年
1月4日
8 https://www.g-contents.jp/2015/top.html）　2016年1月4日
9 佐藤卓己『現代メディア史』岩波書店1998年p.84
10 『日中韓ナショナリズムの同時代史』日本評論社2006年p.17
11 今津弘著「新聞と満州事変」『太平洋戦争への道』第７巻附録
12 佐藤卓己著『言論統制―情報官・鈴木庫三と教育の国防国家』2004年中公
新書
13 鈴木正夫著『日中間戦争と中国人文学者』横浜市大新叢書〇五第一部第一
章「郁達夫佐藤春夫―佐藤春夫の放送原稿「旧友に呼びかける」に即して」
14 『閉された言語空間―占領軍の検閲と戦後日本』江藤淳著1994年文芸春秋
15 特別対談　加藤陽子（東京大学教授）×高木徹（NHKディレクター）の対
談「国際メディアと日本人」講談社 読書人「本」2014年6月号
16 蒋介石の参謀長を務めたJ・スティルウェルは国民党軍の腐敗等を指摘して
いる（『岩波講座世界歴史29』pp77-81）
17 古川隆久著『戦時下の日本映画』吉川弘文堂2003年
18 山田正吾著『家電今昔物語』三省堂1983年
19 15に同じ
20 チャーチルが松岡に充てたメッセージに「一九四一年の米国と英国の鋼鉄
生産量は九千万トンであり、万が一ドイツが敗北すれば、日本の鋼鉄生産量
七百万トンでは日本単独での戦争のためには不十分」とある（日本国際政治学会・
太平洋戦争原因研究部『太平洋戦争への道』6巻朝日新聞出版サービスp.116）。
21 『岩波講座世界歴史２９』1971年pp299-300　
22 エノラ・ゲイの展示はスミソニアン航空宇宙博物館の別館となるスティー
ブン・F・ウドヴァーヘイジー・センターにおいて行われているが、原爆被害や
歴史的背景は一切説明されていない。
23 藤原帰市著『戦争を記憶する』講談社現代新書2001年には「広島の記念館
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開設は、1950年代の日本における平和運動の高揚と切り離せない」「1950年代
前半に語られたのは、むしろ東京大空襲や阪神大空襲のような空襲経験」とある。
また、臼杵陽著『イスラエル』岩波新書2009年には「民族的栄光を担う第一世
代のシオニストは無抵抗に死んでいったホロコーストの犠牲者と一線を画した。
そのシオニズムがイスラエル国民を統合するためのシンボルとはなりえなく
なったことにより、ホロコーストが国民統合のシンボルに昇格していった」
（p.113）とある。
24 服部正也著「ルワンダ動乱は正しく伝えられているか」『ルワンダ中央銀行
総裁日記増補版』中公新書2009年によれば、虐殺の実情は『ホテルルワンダ』
とはまた違った印象（長親族にも責められる点があること）を与えるものとなっ
ている（pp300-322）。
25 石川達三『生きている兵隊』伏字復刻版　中央公論新社1999年
26 一ノ瀬俊也は『旅順と南京』文芸春秋2007年において、前線の下士官と後
方の軍夫の従軍日記から日清戦争、旅順虐殺事件を分析し「昭和の南京と明治
の旅順はよく似ている」（p.12）「明治のころはよかったのに、昭和になると日
本人の道義は低下したという議論にあまり意味はない」（p.111）と記述する。
27 外務省ＨＰでは「日本政府としては、日本軍の南京入城（1937年）後、非
戦闘員の殺害や略奪行為等があったことは否定できないと考えています。しか
しながら、被害者の具体的な人数については諸説あり、政府としてどれが正し
い数かを認定することは困難であると考えています」としている。
28 落合広倫著「韓国博物館法及び関連法規の考察」『国学院大学博物館学紀要
37巻』2012年pp17－31　 
29 佐藤優・池上彰著『大世界史』文芸春秋2015年p.97
30 岡村志嘉子（国立国会図書館調査及び立法考査局海外立法情報調査室主任
調査員）「中国の博物館条例」『外国の立法264』2015年pp123-135
31 「15世紀から１６世紀の東アジア国際秩序と日中関係」『日中歴史共同研究』
p.155
32 待島聡史は『公研』2015年12月号「政治の「再生産ストーリー」を超えて」
において「自分の側からしかストーリーを見ないところがある。細谷雄一さん
の「歴史認識とは何か」（新潮選書）等を拝読すると、どうも戦前からその傾向
は強かった」（p.46）と発言している。
33 陳培豊著『日本統治と植民地漢文』三元社2012年p.12
34 松沼美穂著「「アジア人」から「ヨーロッパ人」へ　―フランス領インドシ
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ナにおける日本人の法・行政的処遇―」『帝国の長い影』ミネルバ書房2010年p.117
35 木畑洋一著『支配の代償』東京大学出版会1987年p.118
36 1928年の不戦条約においては、戦争は違法化されたが植民地政策はされな
かった。民族自決は欧州にだけ認められたものであった。
37 佐藤優・池上彰著『大世界史』文芸春秋2015年p.96
38 姜東鎭著『日本言論界と朝鮮』法政大学出版会1984年pp370-371
39 重村智計著『アジア学のすすめ』弘文堂2010年p.15
40 木畑洋一著『支配の代償』東京大学出版会p.173
41 山下普司・山本真鳥著『植民地主義と文化』新曜社1997年p.22
42 若宮啓文『日韓の未来をつくる』慶應義塾大学出版会2015年p.32
43 後藤春美著「中国のロシア人女性難民問題と国際連盟」 『帝国の長い影　20
世紀国際秩序変容』ミネルバ書房2010年において、白系ロシア女性の人身売買
問題につき「ハルビン名物「ハダカオドリ」(裸踊り)は、1922年刊行奥野他見
男のベストセラー『ハルピン夜話』(潮文閣)で、ハルビンの呼び物として有名で
あった。満洲事変の前年に、「内地から来る団体は教育者であらうが役人であら
うが、学生であらうが、例外なしに裸踊りを見に行くことになつて愛家ゐる」
と記述されている。また、『大連新聞』の報道でも、「エロとグロとの/大歓楽の
夜の都/大ハルビンの新風景」となっていた。
44 李良姫著「植民地朝鮮における朝鮮総督府の観光政策」『北東アジア研究』
第１３号（2007年３月）
45 全永琳著「植民地朝鮮と韓国を旅すること」『第30回日本観光研究学会学術
論文集』pp33-36
46 台湾への日本人海外旅行も買春旅行から復活している。後年、日本アジア
航空はそのイメージを払しょくするべく、母娘の台湾旅行を宣伝した。
47 福間良明等編『戦争社会学の構想』勉誠出版2013年p.104
48 山崎豊子著『大地の子』文芸春秋1991年
49 満田康弘著『クワイ河に虹をかけた男』梨の木舎2011年p.47
50 満田康弘著『クワイ河に虹をかけた男』梨の木舎2011年p.175
51 寺前信次著『両忘』風塵社2011年
52 Tumurbaatar Narmandakh著「ノモンハン事件（ハルハ河戦争）の歴史的研究
―共同研究の経緯―」『立命館文學 622』2011年pp105-91
53 会田雄次『アーロン収容所』中央公論新社1973年
54 秦郁彦著『明と暗のノモンハン戦史』2014年PHP研究所p.413
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55 村上春樹著『辺境・近境』2008年新潮社pp139-190
56 一対一の話し合いの場では戦争回避論者が多いにもかかわらず集団討議に
場になると開戦論が多くなるという逸話も、指導者層に限らず日本人一般にみ
られることである。「豪州カウラ捕虜収容所集団脱走事件」の悲劇もそこから生
まれている。　
57 真珠湾攻撃を描いたディズニー「パールハーバー」(2001)では、南国風景
の日本が登場したりして、アメリカの日本認識の現状等が反映されている。
58 古川隆久著『戦時下の日本映画』吉川弘文堂2003年によれば「ハワイ・マレー
沖海戦」は国策映画だが特撮に人気あり珍しく興業的に成功している。
59 文芸春秋2011年pp366―367
60 2015年11月29日産経新聞によれば、サイパン島で、日本の慰霊関連施設に
ケ用されている日本、米国と北マリアナ諸島連邦の国旗が盗まれるなどの行為
が相次いでいる。2005年以降、日本航空の定期便撤退や日系ホテルが閉鎖され
る一方、2011年からサイパンは米領で唯一、中国人、韓国人がビザなしで渡航
できるようになったことから、中国人観光客が急増している。
61 山口誠著『グアムと日本人―戦争を埋め立てた楽園 』岩波新書2007年
62 佐藤優は『大世界史』文芸春秋2015年で、現代日本は沖縄という外部領域
を持つ「帝国」であるという視点を持つべきと主張する
63 藤田尚徳『侍従長の回想』中公文庫1987年
64 朝日新聞朝刊2005年6月14日
65 早坂隆著『松井石根と南京事件の真実』文芸春秋2011年によれば、7名の遺
骨は熱海市伊豆山の興亜観音に埋葬され、「七士之碑」が建立され、松井石根の
遺品は熱海市に断られた結果、板妻駐屯地の記念館に保管されている（p.310）
66 朝日新聞朝刊1982年9月15日
67 同時代史学会編『日中韓ナショナリズムの同時代史』日本評論社２００６
年p.21
68 吉田裕著『日本人の戦争観』岩波書店2005年pp40-41
